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編集 後記

本号には，博士後期課程の学生 l名ならびに博士前期謀程の学生4名による 5編の論文を掲載

している。博士前期諜程2年次の学生の論文は，審査に合格した修士論文について投稿されたも

のである。また，博士前期諜程l年次の学生については 前期課程入学前の他の大学院での研究

歴を考慮し。かっ研究水準をも勘案して掲載を認めることと したものである。

2014年 l月から 5月にかけて， 日本の科学界の信頼を揺るがす研究上のミスコンダクトの事案

が報道されてきた。研究による新しい理論の構築には 新規性検証可能性予測可能性の 3要

件が求められる。業績達成の過度のプレッシャ のために 実験のプロセスで不正があったと報

道されている。また，論文作成の過程において不適切な引用があったとも言われている。

難病で苦しむ人々の助けになるという社会的期待も大きかっただけに，報道されているミスコ

ンダクトの事案は残念である。研究のインテグリティ (誠実性)は 研究者が日々の研究活動に

おいて心がけなければならないことである。期待される結論を導くためにデ タをねつ造するこ

と，あるいはそれを改憲する誘惑に駆られるかもしれない。そこに l歩でも足を踏み入れたら，

科学者としての生命は終わりである。それだけ厳しい社会である。

この度の報道を教訓として商学研究科で研究を続ける学生には，料学哲学の摂理を踏まえて真

理の探究に挑戦するように期待している。

本号の発行に当たり，関係事務部局の方々からご助言並びにご高配を賜りました。また，編集

作業については，博士後期課程の朱償委，前期諜程学生の張妓，金田剛征，西関悠真の 4氏の協

力を得ました。記して感謝の意を表Lます。最後に， r近畿大学商学論究』が大学院生の研究成

果の公表媒体としてなお一層活用されるよう祈念しておりま1。

平成26年5月 編 集 発 行 人 浦 崎 直 浩



執筆者紹介

(掲載順)

朱 洪双 ・・0 ・.. ・......・…商学研究科博士後期課程 2年

谷口昌宏 ・ ・・…..，..，........商学研究科博士前期課程 2年

李 佳諭 ・・・ ー・・・ 商学研究科博士前期課程 2年

劉 妹君 ・・・・・ー 商学研究科博士前期謀程 2年

張 絞 ・・ ・・・・ ー 商学研究科博士前期謀程 l年

(平成26年3月末現在)

近畿大学商学論究

第 14巻第 1号

近畿大学大学 院商学研究科

編集発行人 浦崎直浩

平成 26年 5月31日

近畿大学



ISSN 2187-8528 

KINKI-DAIGAKU SHOGAKU-RONKYU 

The Journal of Business Administration 

Vol. 14 No.l May 2014 

Articles 

Current Situations and Issues of The Sa!es Promotion in Chinese Department Store 

. Hongshuang Zhu 1 

A Study on On-BaJance about Ident泊ableAssets...........・・..・..Masahiro Taniguchi 17 

A Study on New Strategic Alliance between ]apanese and 

Taiwanese Companies based on出eConclusion of ECF A ......... _.. . ..... Chiayu Lee 29 

The Communication Design of Experience VaJues which Co-creates witb Customers 

. Shuiun Liu 41 

The Study about Present VaJue Measurement 

-Focus on F ASB Statement of FinanciaJ Accounting Concepts 7 

・… ]iaoZhang 73 

Published by 

Graduate School of Business Administration 

Kinki University 

Higashi・Osaka，Osaka，Japan


